
大
阪
（
大
阪
府
）

上
越
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
北

陸
新
幹
線
開
業
当
日
の
３
月
14
日
と

翌
15
日
、
上
越
妙
高
駅
構
内
で
乗
降

客
を
出
迎
え
た
。
メ
ン
バ
ー
14
人
が
掲

げ
る
歓
迎
の
横
断
幕
や
、
こ
の
日
の
た

め
に
準
備
し
た
土
産
品
の
無
料
配
布

な
ど
の
も
て
な
し
に
、
東
京
か
ら
の
一

番
列
車
か
ら
降
り
立
っ
た
客
た
ち
も

思
わ
ず
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

同
女
性
会
は
、
新
幹
線
で
訪
れ
る

観
光
客
に
上
越
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
平
成
25
年
か
ら
地

域
色
を
意
識
し
た
独
自
の
土
産
品
開

発
を
進
め
て
き
た
。
会
員
企
業
の
菓
子

メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
、
素
材
の
選
定
か

ら
デ
ザ
イ
ン
ま
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
た

末
、
米
菓
「
お
米
の
お
嬢
さ
ん
」（
14

日
の
み
の
限
定
販
売
）
と
、
自
然
豊
か

な
地
元
を
表
現
し
た
パ
ズ
ル
ク
ッ
キ
ー

「
上
越
七
景
」
が
完
成
。
初
日
は
早
朝

北
陸
新
幹
線
開
業
日
に
乗
降
客
出
迎
え

土
産
品
の
新
作
を
無
料
配
布

上
越
（
新
潟
県
）

▲上越妙高駅に到着した「はくたか」551号を横断幕で出
迎える女性会メンバー▲改札前では観光客一人ひとりに無料の土産品を手渡した

▲米菓「お米のお嬢さん」は１箱税込700円。パズルクッキー「上越七景」
は１個税込1200円
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女性消費者の視点と高い開発技術で
人々に「本当に豊かで幸せな生活」を
株式会社ウエルシーライフラボ 代表取締役　佐藤 香苗

手
づ
く
り
の
無
添
加
化
粧
水
が

口
コ
ミ
で
大
反
響

全
て
の
始
ま
り
は
９
年
以
上
前
の
こ

と
。
出
産
を
機
に
敏
感
肌
が
さ
ら
に
悪

化
し
た
私
は
、
肌
に
優
し
い
と
さ
れ
る

無
添
加
化
粧
品
で
す
ら
刺
激
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
調
べ
て
み

る
と
、
無
添
加
と
掲
げ
て
は
い
て
も
、

常
温
保
存
で
腐
ら
な
い
市
販
の
化
粧
品

に
は
〝
隠
れ
防
腐
剤
〟
と
も
い
う
べ
き

成
分
が
配
合
さ
れ
、
そ
れ
が
刺
激
の
原

因
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
大
手
化
粧
品
会
社
の
元
研
究

員
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
独
学
で
納

豆
か
ら
保
湿
成
分
を
抽
出
。
自
家
製
化

粧
水
を
つ
く
り
始
め
ま
し
た
。

数
年
間
の
試
行
錯
誤
の
結
果
、
防
腐

剤
な
ど
の
肌
に
不
要
な
成
分
を
一
切
使

わ
ず
、
冷
蔵
保
存
し
て
２
週
間
で
使
い

切
る
〝
腐
る
化
粧
水
〟
が
完
成
。
私
の

肌
の
不
調
が
改
善
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
化
粧
水
を
家
族
や
友
人
に
も
分
け
る

う
ち
、
高
い
保
湿
力
と
使
い
心
地
が
口

コ
ミ
で
広
が
っ
て
、
予
想
外
の
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
多
く
の
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
方
か
ら
届
い
た
感
謝

の
言
葉
と
「
同
じ
症
状
で
苦
し
む
知
人

に
紹
介
し
た
い
」
と
い
う
切
実
な
手
紙

に
、
私
は
大
き
く
心
を
動
か
さ
れ
ま
し

た
。
商
品
の
保
存
性
や
流
通
と
い
う
製

造
側
の
都
合
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
使

う
人
の
視
点
に
立
っ
た
、
本
物
の
無
添

加
化
粧
品
を
提
供
し
た
い
。
そ
ん
な
思

い
か
ら
商
品
化
を
決
意
し
ま
し
た
。

消
費
者
が
２
剤
を
混
ぜ
る

新
た
な
ス
タ
イ
ル
を
考
案

し
か
し
、
ど
ん
な
に
品
質
が
優
れ
て

い
て
も
、
商
品
化
と
な
る
と
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
苦
労
の
末
、
化
粧
水
を

２
剤
に
分
け
て
製
造
し
、
消
費
者
が
使

う
と
き
に
そ
れ
ら
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
、

そ
の
後
は
冷
蔵
保
存
し
て
も
ら
う
と
い

う
ス
タ
イ
ル
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

こ
れ
な
ら
既
存
の
設
備
で
製
造
で
き
、

安
価
で
安
全
に
安
定
供
給
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
つ
く
り
手
に
と
っ
て
は
リ

ス
ク
も
高
く
、
製
造
を
請
け
負
っ
て
く

れ
る
工
場
探
し
は
難
航
。
そ
ん
な
中
、

幸
運
に
も
私
の
肌
へ
の
考
え
方
に
共
感

し
、「
御
社
で
化
粧
品
製
造
業
と
販
売

業
の
２
つ
の
許
可
証
を
取
得
し
て
、
全

責
任
を
負
っ
て
く
れ
る
な
ら
協
力
し
た

い
」
と
い
う
工
場
と
出
合
え
た
の
で
す
。

そ
れ
を
機
に
、
平
成
25
年
５
月
に
「
株

式
会
社
ウ
エ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
ラ
ボ
」
を

設
立
し
、
化
粧
品
製
造
業
・
販
売
業
の

許
可
を
取
得
。
同
年
12
月
に
待
望
の
無

添
加
化
粧
品「
ベ
ジ
リ
ア
ブ
レ
ン
ド
ロ
ー

シ
ョ
ン
」
の
発
売
が
実
現
し
ま
し
た
。

地
域
貢
献
と
震
災
復
興
も
使
命

当
社
の
使
命
は
、
多
く
の
人
に
豊
か

で
幸
せ
な
生
活
を
提
供
す
る
こ
と
、
そ

し
て
、
地
元
栃
木
県
の
発
展
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
貢
献
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、地
元
産
の「
鹿
沼
土
」

を
用
い
た
化
粧
品
「
マ
カ
ロ
ン
ク
レ
イ

泡
洗
顔
料
」
を
開
発
し
、
土
産
品
と
し

て
販
売
。
ま
た
、
最
近
で
は
「
３
６
０

度
パ
ノ
ラ
マ
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、
写

真
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
県
内
の
ス
ポ
ッ

ト
が
仮
想
現
実
と
し
て
体
験
で
き
る
パ

ノ
ラ
マ
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
や
パ
ノ
ラ
マ

動
画
制
作
な
ど
、
栃
木
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
す
る
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
企
業
価
値

を
高
め
、
地
域
経
済
や
雇
用
に
貢
献
し

た
い
。
そ
ん
な
目
標
に
向
か
い
、
当
社

は
今
後
も
徹
底
し
た
女
性
消
費
者
視
点

と
高
い
商
品
開
発
技
術
を
武
器
に
、
も

の
づ
く
り
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

平成25年５月創業
化粧品製造、販売業（化粧品の開発、製造、
販売、ODM、それに関わるコンサルタント事業）

株式会社ウエルシーライフラボ
（宇都宮市）

情熱　ぴーぷる

か
ら
米
菓
６
０
０
袋
を
メ
ン
バ
ー
が
無

料
配
布
し
た
ほ
か
、
２
日
間
に
わ
た
っ

て
２
品
を
販
売
し
、
好
評
を
博
し
た
。

同
女
性
会
の
大
島
静
子
会
長
は
「
上

越
の
良
さ
を
、
女
性
ら
し
い
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
繊
細
な
味
わ
い
で
表
現
し
た
土
産

品
が
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
認
知
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
今
後

は
女
性
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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大
阪
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
昨
年

11
月
７
、８
日
に
大
分
市
を
訪
問
し
、
大

分
商
工
会
議
所
女
性
会
と
の
交
流
会
を

開
催
し
た
。
大
阪
か
ら
は
31
人
、
大
分

か
ら
は
48
人
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
広

瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
や
、
姫
野
淸
高
大

分
商
工
会
議
所
会
頭
ら
同
会
議
所
幹
部

も
出
席
。
双
方
の
活
動
内
容
の
発
表
の

地
域
活
性
化
の
課
題
を
意
見
交
換

大
分
女
性
会
と
交
流
会
を
開
催

ほ
か
、
地
域
活
性
化
、
今
後
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

今
回
の
交
流
会
開
催
は
、
大
阪
商
工

会
議
所
の
佐
藤
茂
雄
会
頭
が
大
分
県
臼う

す

杵き

市
出
身
で
あ
り
、
数
年
前
か
ら
視
察

会
な
ど
を
通
じ
て
関
係
を
深
め
て
き
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
交
流
会

の
後
は
、
大
分
女
性
会
と
友
好
関
係
に

あ
る
日
田
商
工
会
議
所
女
性
会
（
大
分

県
）
の
案
内
で
、
伝
統
工
芸
「
小お

鹿ん

田た

焼や
き

」
の
工
房
や
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く

祭
り
「
千
年
あ
か
り
」
な
ど
を
見
学
。

大
商
女
性
会
メ
ン
バ
ー
は
、
大
分
の
歴

史
や
魅
力
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
た
。

大
商
女
性
会
の
池
上
淳
子
会
長
は
、

「
大
分
、
日
田
両
商
工
会
議
所
女
性
会
の

皆
さ
ん
の
熱
烈
な
歓
迎
と
お
も
て
な
し

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。
こ

れ
か
ら
も
女
性
会
同
士
、
交
流
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

▲交流会の冒頭で歓迎のあいさつをする大分商工会議所の今川敦子会長
（中央）と大阪商工会議所の池上淳子会長（左から４人目）

女 性 会ク ロ ー ズ
ア ッ プ




